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会 議 録 

会議名 令和 6年度第１回在宅医療・介護連携推進協議会 広報啓発部会 

日 時 令和 6年 6月 28日（金）  13時 30分～14時 30分 

会 場 WEB会議（グーグルミート） 

参加者 【部会長】吉嵜 太朗（吉﨑歯科医院） 

【副部会長】白井 健志（三郷中央総合病院）、 

【委 員】杉山郷美（福祉のニッカ介護相談室）趙理明（地域包括支援 

センター早稲田）松村佐知子（采女の里デイサービスセンター） 

【サポートセンター/医師会事務局】藤井なほ美、川島幸道 

【市事務局】小笠原郷太、小林碧 

検討課題 １．広報啓発部会の活動について 

２．今年度の活動方針 

内 容 

 

 

１．広報啓発部会の目的、部会長、部副会長の確認、委員の確認 

  各委員に確認、了承頂いた。 
 

２．今年度のスケジュールについて 

本日を第 1回とし、4回を開催予定として適宜実施する。 
 

３．予算について 

今年度の予算については 40万（税込み）となっている。 
 

４．令和 5年度の活動内容 

  「在宅看取りの絵本」講座資料動画の作成をした。その動画を利用 

して「在宅看取り」をテーマに参加者 30 名程度の市民講座を 

早稲田地区を対象に文化会館で開催した。 
 

５．在宅医療介護について市民に対する啓発課題 

① 三郷市在宅医療介護連携推進協議会で出ている市民に対する 

課題と対策案 
 

課 題：日常の療養支援、定期受診ができない方への支援。 

対策案：定期受診の必要性を理解してもらう。 

訪問診療の知識啓発。 
 

② 令和 5 年までの広報啓発部会で啓発活動を行っている三郷市の 

課題 
 

課 題：在宅看取りについて、市民が考える、触れる環境が少ない 

 ・在宅看取り（ACP）の普及啓発 

 ・日常の療養、医療介護サービスについての知識啓発 
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６．活動方法についての各委員の意見交換 

【方向性について】 

 ■去年からの在宅看取り市民講座の継続という活動ともう一つ考え 

られることとして、まだ出来ていない介護の絵本、人生会議の絵本 

の動画の作成の活動が考えられると思う。前回の作成に関わった 

委員でもあるし、声優も同じでやり易いと思う。 
 

■在宅看取り市民講座の継続はしたほうが良いと思う。地区を変えて 

同じ方法で講座を行い、絵本を配布するのが良い。「前回は早稲田 

地区でやり、今回は違う南の地区でやってます」という案内が 

あれば、地区を変えて啓発活動をしているという事も分かる。 

テーマは去年と同じ在宅看取りが良いと思うが、三郷市の課題、 

日常の療養を啓発活動に絡ますのも良いと思う。 
 

 ■介護、人生会議、在宅看取りの 3 冊の絵本があり、動画も全部に 

あればよいと思う。一度作ると色々な研修資料として継続的に 

利用でき、また残せる。1 番基本になるのは介護の絵本だと思う 

ので、その作成はいかがか。 
 

 ■介護の絵本で動画資料を作って市民へ啓発すれば、在宅看取りに 

ついても介護の事を分かって、スムーズに入っていける。 

市民講座については、アンケートを見ても「参考になりました」と 

いう意見が多数あったので、地区を変えて継続し、三郷市全体に 

行き渡るように行った方が良いと思った。 
 

 ■小規模とデイの違いとか分かっていない方が大勢いると思うので 

介護の動画があれば良いと思った。 
 

 ■他の講座に参加した時も絵本を市民に配る活動をした。絵本の追加 

増刷を頼むかもしれない。地道に活動していけば、三郷市の家庭に 

1 冊ずつ行き渡るのも可能かもしれない。予算に問題がなければ、 

講座と絵本動画作りの両方を行いたい。 

 事務局：予算について特に問題ないと思う。絵本の増刷等で予算を 

超えるようであれば、その時に可能か考える。 
 

【実行内容について】 

 ■介護の絵本動画作成の際に話すシナリオを作るが、専門職の説明 

まで話す必要はないのかなと思う。例えば、説明部分は資料（料金 

とか市の配布物を含む）を配布するとかすれば、物語の部分だけを 

動画にし、ハイブリット式にして講座をできるのではないか。市の

配布物を利用する場合は絵本との統合性を考えて内容を予め考え

て話す必要性はあると思う。 
 

 ■物語を流して、一旦停止して演者が説明を加える。また動画を 

流すというのは聞いている方も飽きずに聞けるかなと思った。 

全体の使い回しはできないが、時間と手間の短縮につながると 

思う。 
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 ■講座について、以前の会議で研修部会が振り返り評価をする関係で 

録音録画できたら良いというのがあった。保存用であれば、最初に 

保存する為にとアナウンスして市民は映さないでカメラを演者に 

向ければ大丈夫でないか。 
 

 ■前回の講座で「自宅で看取りを行っているケースは何件位あるの 

か」という質問があり、動画の終了後に質疑応答の前にエビデンス 

を用意して簡単な説明をいれたらどうか。 
 

７．今年度の方針と計画 

①令和 6 年度も啓発地区を変えて中央地区とし、市民向け在宅看取り 

講座の開催をする。また、活動テーマである「在宅看取り ACP」を 

中心に協議会であげられた課題（日常の療養）の啓発活動も行う。 
 

▼市民向け「在宅看取り」講座 中央地区 

日程：令和 6 年 11 月 16 日（土）14：00～15：00 

会場：三郷中央におどりプラザ 会議室全面 
 

 ②「介護の絵本」の動画作成を行う。 

  絵本の文章が長いため、テキストの話す部分の検討を行う。 

その後、内容の詳細、声決め等の役割分担を決めることとする。 

動画作成業者の選定、声の録音日程調整等は事務局に一任する。 
 

８。その他  

 【在宅看取りの絵本の動画を三郷市の HP に掲載する件】 

 ・名前の公開、全国に出る、2 次利用、編集などの危険性 

  委員からは個人情報について特に反対意見はでなかった 

  デメリットについては暫くの間、検討することにした。 
 

結論 1.2.3.4承認 
 

5.令和 6年度活動課題 

「在宅看取り」をテーマにし、市民へ啓発活動を行う。 

「日常の療養」についての課題も検討し、啓発活動を行う。 
 

７.今年度の活動方針と計画案 

 ①「在宅看取り」市民向け講座を令和 6年 11月 16日 14：00～ 

三郷中央におどりプラザ（中央地区）にて行う。 

 ②「介護の絵本」動画資料作成 
 

・委員に実行案（良いアイデアがないか）を考えて来て貰う。 

・「介護の絵本」の動画で使用するテキスト部分を検討する。 
 

次回検討課題 講演会資料動画の作成計画。講演会の実行案を決議する。 

次回開催日時 令和 5年 7月 30日（火）13：30～ WEB会議（グーグルミート） 
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